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境
川
ク
リ
ー
ン
セ 

ン
タ
ー
跡
地
活
用

　
石
川
好
忠
（
自
由
民
主
党
）
　

　
問　

境
川
木
曽
東
調
節
池
の
工

事
の
進
捗
状
況
・
境
川
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
跡
地
活
用
に
向
け
た
今

後
の
予
定
は
。

　

下
水
道
部
長　
調
節
池
の
工
事

は
、
予
定
ど
お
り
進
ん
で
い
ま
す
。

　
環
境
資
源
部
長　
跡
地
活
用
に

向
け
た
今
後
は
、
23
年
度
に
基
本

計
画
を
策
定
し
、
27
年
度
か
ら
の

供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
問　

関
東
大
震
災
か
ら
百
年
目

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
改
め
て
市

の
震
災
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

　
榎
本
副
市
長
　
町
田
市
地
域
防

災
計
画
に
は
、
都
が
見
直
し
た
首

都
直
下
地
震
等
に
よ
る
被
害
想
定

を
受
け
、
避
難
施
設
等
の
再
配
分

な
ど
を
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
問　

教
育
セ
ン
タ
ー
複
合
化
の

検
討
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　
政
策
経
営
部
長
　
23
年
度
に
つ

い
て
は
、
24
年
度
に
予
定
し
て
い

ま
す
事
業
者
の
公
募
に
向
け
て
、

要
求
水
準
書
な
ど
の
公
募
資
料
を

策
定
し
て
い
き
ま
す
。

父
親
が
育
児
の
当 

事
者
に
な
る
町
田

医
療
に
東
京
都
も 

神
奈
川
県
も
な
い

　
田
中
美
穂
（
日
本
共
産
党
）
　

　
問
　
町
田
市
版
の
父
親
向
け
子

育
て
冊
子
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
父
親
向
け

子
育
て
情
報
な
ど
の
掲
載
に
つ
い

て
は
、
他
市
事
例
を
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

　
問
　
父
親
向
け
の
育
児
講
座
の

拡
充
と
と
も
に
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
地
域
子
育

て
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
護
者

同
士
が
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
を

　
お
ぜ
き
重
太
郎
（
諸
派
）

　
問　

都
外
の
医
療
機
関
で
診
療

を
受
け
、
子
ど
も
や
障
が
い
な
ど

医
療
費
助
成
を
受
け
る
に
は
還
付

申
請
が
必
要
だ
が
現
状
と
課
題
は
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　
マ
ル
乳
は

毎
月
約
４
０
０
人
、
マ
ル
子
は
約

７
０
０
人
、
マ
ル
親
は
約
２
０
０

人
か
ら
請
求
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
部
長
　
マ
ル
障
は
、

毎
月
約
２
０
０
人
か
ら
請
求
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
課
題
は
、
領
収

書
を
添
付
し
て
の
手
続
が
負
担
に

目
的
と
し
た
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
も
親

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
父
親
を
対
象
と
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
等
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
物
価
高
騰
が
続
い
て
い
る
。

22
年
度
の
よ
う
に
、
小
中
学
校
給

食
費
の
物
価
高
騰
分
の
公
費
負
担

を
行
う
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
今
後
も
食
材

価
格
の
動
向
や
、
国
や
都
の
補
助

制
度
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
問　

デ
ジ
タ
ル
化
等
で
負
担
の

大
き
い
還
付
申
請
の
簡
略
化
は
。

　

地
域
福
祉
部
長　
領
収
書
原
本

を
添
付
す
る
こ
と
を
都
が
定
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
独
自
に
デ
ジ
タ

ル
化
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　
問　

子
育
て
世
代
の
定
住
の
た

め
還
付
申
請
を
ス
ム
ー
ズ
に
。

　
子
ど
も
生
活
部
長　
費
用
負
担

を
伴
わ
ず
提
供
を
可
能
と
す
る
制

度
を
創
設
す
る
よ
う
、
市
長
会
等

を
通
じ
て
国
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

官
民
連
携
窓
口
の 

設
置
に
つ
い
て

　
山
下
て
つ
や
（
公
明
党
）
　

　
問
　
民
間
と
の
連
携
、
提
案
を

積
極
的
に
進
め
る
官
民
連
携
窓
口

の
設
置
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
23
年
度
は
設

置
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
な
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
方
針
や
体

制
、
事
業
者
に
向
け
て
手
続
方
法

を
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
検
討
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

が
文
化
芸
術
や
生
涯
学
習
等
の
自

主
事
業
を
行
う
自
治
体
が
あ
る
が
、

町
田
市
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
市
民
部
長
　
行
く
こ
と
が
楽
し

み
に
な
る
場
所
と
し
て
さ
ら
に
変

化
し
て
い
く
た
め
に
、
指
定
管
理

に
よ
る
自
主
事
業
実
施
な
ど
も
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問
　
小
山
田
エ
リ
ア
の
ま
ち
づ

く
り
と
道
路
整
備
に
つ
い
て
の
考

え
方
は
。

　
赤
塚
副
市
長
　
人
々
の
交
流
促

進
や
生
活
維
持
に
資
す
る
機
能
を

備
え
た
道
路
整
備
等
、
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

学
校
統
廃
合
／ 

出
生
率
に
つ
い
て

　
松
岡
み
ゆ
き
（
無
所
属
）
　

　
問
　
忠
生
地
域
の
学
校
統
廃
合

は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
30
年
度
に
忠

生
小
、
図
師
小
と
山
崎
小
の
一
部

を
統
合
し
、
現
在
の
図
師
小
の
校

舎
を
増
築
し
て
開
校
す
る
計
画
で

す
。
24
年
度
に
未
就
学
児
を
含
む

保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
意
見
交

換
会
を
実
施
し
、
25
年
度
に
基
本

計
画
の
検
討
に
着
手
し
た
い
。

　
問
　
出
生
率
を
上
げ
る
に
は
奇

跡
の
町
「
出
生
率
２
・
９５
の
奈
義

町
」
を
参
考
に
す
べ
き
で
は
。

　
政
策
経
営
部
長
　
少
子
化
対
策
、

子
育
て
支
援
策
の
取
組
に
つ
い
て
、

参
考
に
な
る
取
組
が
あ
る
か
、
さ

ら
に
情
報
収
集
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
町
田
市
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ

ー
セ
ン
タ
ー
で
３
回
の
火
災
が
発

生
。
今
後
の
火
災
防
止
対
策
は
。

　
循
環
型
施
設
担
当
部
長
　
ご
み

を
分
別
す
る
重
要
性
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
を
適
切
に
お
出
し
い
た
だ
け
る

よ
う
な
工
夫
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ 

ー
の
今
後
／
香
害

　
笹
倉
み
ど
り（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
運
営

見
直
し
に
お
い
て
、
社
会
教
育
の

場
と
し
て
の
公
民
館
の
役
割
は
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
公
民
館
の
事

業
は
、
定
期
講
座
等
の
開
催
、
図

書
、
資
料
の
提
供
、
各
種
団
体
や

機
関
等
と
の
連
絡
、
施
設
の
提
供

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ら
の
機
能
は

有
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
全
体

の
方
向
性
や
方
針
、
事
業
運
営
に

今
後
も
市
民
が
主
体
的
に
関
わ
っ

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
事
業
に
関
わ

る
こ
と
は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
に
意
見
を
伺
う
と
と

も
に
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
定
期

的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
香
害
は
香
り
の
好
き
嫌
い

の
問
題
で
は
な
く
公
害
と
考
え
る
。

市
の
取
組
の
進
捗
状
況
は
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
新

た
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
情
報
を

掲
載
し
、
周
知
を
行
い
ま
し
た
。

お
む
つ
持
ち
帰
り 

／
地
域
猫
の
対
策

　
新
井
よ
し
な
お
（
無
所
属
）

　
問　

保
育
所
で
の
使
用
済
み
お

む
つ
持
ち
帰
り
は
、
子
ど
も
た
ち

や
保
護
者
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な

る
形
で
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　
使
用
済
み

お
む
つ
の
処
分
費
用
は
、
基
本
的

に
は
公
定
価
格
に
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
、
町
田
市
は
既
に
約
８
割
の

私
立
保
育
園
に
て
使
用
済
み
お
む

つ
を
園
で
処
分
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
市
単
独
で
の
処
分

費
用
の
補
助
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。 　

問　

町
内
会
自
治
会
の
運
営
は

多
岐
に
渡
る
。
さ
ら
に
地
域
猫
へ

の
対
応
と
な
る
と
負
担
が
大
き
い
。

猫
に
つ
い
て
詳
し
い
団
体
の
方
た

ち
が
も
っ
と
積
極
的
に
動
け
る
形

に
制
度
を
変
更
で
き
な
い
か
。

　

保
健
所
長
　
町
内
会
・
自
治
会

の
代
表
者
の
承
認
に
つ
い
て
、
活

動
の
意
義
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
制
度
そ
の
も
の
を
見

直
す
考
え
は
、
現
在
あ
り
ま
せ
ん
。

学
童
保
育
ク
ラ
ブ 

に

給

食

を
！

　
熊
沢
あ
や
り
（
諸
派
）
　

　
問
　
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
開

設
後
は
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
等
へ
の

給
食
提
供
は
ど
う
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
多
様
な
食
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
は
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
実
現
に

向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
導
入
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
被
災
後
の
食

の
支
援
を
行
う
べ
く
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

を
熱
源
と
す
る
移
動
式
の
炊
き
出

し
釜
な
ど
を
配
備
す
る
方
向
で
す
。

こ
う
し
た
機
能
を
日
頃
の
地
域
活

動
に
お
い
て
ど
う
活
用
し
て
い
け

る
か
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
住
居
表
示
が
変
更
さ
れ
て

い
な
く
て
も
緊
急
自
動
車
は
し
っ

か
り
来
る
し
、
郵
便
の
誤
配
も
な

い
。
な
ぜ
住
居
表
示
を
変
更
す
る

必
要
が
あ
る
の
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
地
番
表
記

よ
り
さ
ら
に
分
か
り
や
す
い
住
所

と
な
り
、
利
便
性
が
向
上
す
る
と

思
わ
れ
る
た
め
、
進
め
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
で
の 

性
教
育
に
つ
い
て

　
東
　
友
美（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
23
年
４
月
よ
り
「
生
命

（
い
の
ち
）の
安
全
教
育
」
が
全
小

中
学
校
で
開
始
さ
れ
る
が
、
性
教

育
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
。

　
指
導
室
長
　
小
学
校
で
は
、
水

着
で
隠
れ
る
部
分
は
自
分
だ
け
の

大
切
な
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
等
に

つ
い
て
学
習
し
ま
す
。
中
学
校
は
、

性
暴
力
被
害
に
遭
っ
た
場
合
の
対

応
等
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

　
問
　
体
育
時
等
に
お
け
る
児
童

生
徒
の
更
衣
場
所
は
前
回
の
質
問

時
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
23
年
２
月
現

在
、
全
学
年
で
男
女
別
の
更
衣
場

所
が
用
意
で
き
て
い
る
小
学
校
は

26
校
に
増
え
、
男
女
別
の
更
衣
場

所
の
確
保
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問
　
生
理
用
品
の
配
布
方
法
は

前
回
の
質
問
時
か
ら
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
21
年
12
月
か

ら
市
内
全
て
の
公
立
小
中
学
校
に

お
い
て
、
校
舎
内
の
一
部
の
女
子

ト
イ
レ
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
と
り
残
さ 

な
い
学
校
教
育
を

　
細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）
　

　
問
　
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
校

内
で
の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
、

予
算
・
人
材
確
保
を
求
め
る
。

　
学
校
教
育
部
長
　
不
登
校
支
援

の
検
討
委
員
会
を
３
月
に
立
ち
上

げ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
委
員
会

の
中
で
ご
助
言
を
受
け
て
、
不
登

校
児
童
生
徒
の
た
め
の
必
要
な
取

組
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
特
別
な
支
援
の
必
要
な
児

童
の
在
籍
す
る
学
級
へ
の
支
援
員

の
さ
ら
な
る
増
員
を
求
め
る
。

　
学
校
教
育
部
長
　
学
校
か
ら
は

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
に

関
す
る
要
望
は
毎
年
度
受
け
て
お

り
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増

員
要
求
を
行
っ
て
、
既
に
人
材
の

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
問
　
都
の
新
た
な
補
助
制
度
を

活
用
し
て
、
下
水
道
施
設
の
災
害

対
策
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
下
水
道
部
長
　
補
助
金
の
交
付

要
件
や
対
象
事
業
に
つ
い
て
確
認

を
進
め
て
お
り
、
23
年
度
か
ら
の

活
用
に
向
け
準
備
し
て
い
ま
す
。

町田市生涯学習センター

学童保育クラブ


